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研究成果の概要：本研究の成果として以下の３点を上げることができる。１）隆徳殿の寸法計

画方法を解明した。隆徳殿の柱間寸法は、まず全体規模を想定し、基準寸法として端間を設定

した上で、柱間比（１：√2：5/3）または単位長の整数倍（10：14：17）によって計画された

と考えることができる。また断面寸法は、柱間×比例係数（1/2、１、√2、5/3、2）によって

決定されたと考えることができる。２）隆徳殿の建築技法を解明した。隆徳殿の裳階および庇

における軒反りは、軒桁および反り増し材によって、軒桁の反りは庇柱・裳階柱を隅伸びおよ

び内転びさせることによって実現している。また柱の伸びは、庇柱の隅伸びが２越寸、裳階の

脇間外側柱の伸びが 1.5 越寸、裳階柱の隅伸びが３越寸であり、庇・裳階の中間両端柱が２越

寸、裳階脇間外側柱が 0.5 越寸、庇・裳階の隅柱が１越寸内側に転んでいたと考えることがで

きる。３）隆徳殿の解体修理において、実測調査および寸法分析、実物大構造実験、地質調査、

原寸図の作成、人工木材による部材修理など日本における修理技術を駆使することによってヴ

ィエトナム側に建造物の保存に関する技術を移転することができ、国際協力に貢献することが

できた。 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００５年度 7，700，000 2，310，000 10，010，000 

２００６年度 9，200，000 2，760，000 11，960，000 

２００７年度 7，500，000 2，250，000 9，750，000 

２００８年度 7，500，000 2，250，000 9，750，000 

総 計 31，900，000 9，570，000 41，470，000 
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⑧国際協力 

 

１．研究開始当初の背景 

 ユネスコ世界遺産（文化遺産）「フエの建

造物群」（1993年登録）のひとつである隆徳

殿は、ヴィエトナム最後の専制王朝であっ

た阮朝の宮殿建築のひとつとして現存して

いる。矩形の王宮内は、その南面前方部分

を太廟、外朝、世廟により配置構成される

が、隆徳殿は太廟の正殿である太祖廟の付

属施設として造営された小規模な宮殿であ

る。この隆徳殿と同規模の付属施設は、太

祖廟の右前方の他、世祖廟の左右前方にか

つて存在していたことが史料と現状の双方
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から確認され、復原考察の比較情報を提供

している。90年代を通じて、現地行政組織

により王宮内の主たる宮殿建築の修理工事

が網羅されていく中で、隆徳殿がつまらぬ

対象として放置されていたことが功を奏し、

幸いにも唯一、近年の保存事業の対象から

はずれたままの状況であった。その結果、

昨今のヴィエトナム政府による安直な修理

工事を免れ、変遷を辿る上で必要不可欠な

痕跡情報が豊富である。したがって当該研

究は、アジア諸国に対する国際協力の枞組

みの中での技術移転の必要性が高く認めら

れ、今後の日越共同保存事業の対象として

非常に重要な意味合いを有する遺構である

といえよう。 

 当該研究代表者は、早稲田大学を主とす

る研究組織が過去10年間において継続的に

進めてきた一連の研究課題に研究分担者と

して参加した。そして、それらの研究の展

開の過程が総合化される中において、当該

研究課題を新たに計画する必要性が浮上し

ていることを勘案し、当該研究を計画した。 

写真１ 隆徳殿南面（修理前） 

 

２．研究の目的 

 当該研究の着想の前提として、既往の「フ

エの建造物群」の修理工事の在り方に非常に

本質的かつ困難な課題が認められているこ

とを説明する必要がある。当地では 90 年代

を通じて大規模な修理工事が多くの遺構を

対象として始まり、まったくの不適切な工事

計画を経験した。それら工事の質・量の双方

において甚大な弊害が声なき文化財から聞

こえてくることは、当該研究組織が共有する

危機感として発現されるものである。また隆

徳殿が唯一の未修理の遺構であるので、今後

予想される、その修復方針を確立させること

で、不適切な修理工事の在り方に対する技術

移転を進めるところに意義が認められる。更

に、当該研究計画を契機とした修理工事の体

験が、他の遺構の修理工事に多大なインパク

トを与えるという波及効果が期待できる。 

 なお、修理工事そのものの主たる費用は現

地組織の予算交付により進められることか

ら、当該研究組織としては工事に資する学術

情報の提供に力点が置かれる。また、国際協

力と技術移転の見地により、導入される研究

方法の紹介・作業の共有・成果の公開の一連

のサイクルを確立し、総合化させるところに

学術的な特色と独創的な点が認められる。 

 このように当該研究は、隆徳殿の修復計画

を現地研究機関（フエ遺跡保存センター）と

共同して策定し、修理工事に寄与する学術情

報（建築歴史学情報・保存修復学情報）を提

供することを最大の目的とする。 

３．研究の方法 

 これまでの段階において、ヴィエトナム・

フエ・阮朝王宮内の勤政殿の再建計画事業の

ための基礎的研究に一応の区切りを付け、再

建工事に着手する第２段階に移行したと考え

ている。その際、再建工事を科学的に進める

ためには、ヴィエトナムにおける木造技術を

直接的に把握する必要がある。本研究は、阮

朝王宮内の隆徳殿を解体修理し、勤政殿再建

のための技術的データの収集を目的としてい

る。更には、我が国における木造建築の修復

技術および方法を基準として修復することに

よって、ヴィエトナム技術者に日本的修復技

術の移転を試みようとするものである。 

 以下の手順で、隆徳殿修復の全体工程を計

画した。 

１）隆徳殿の現状調査（平成17年８・９月）

①実測調査足場・素屋根の仮設工事監理②実

測調査＜平面・立面・断面図の作成＞③腐朽・

破損調査＜再用材・取替材調書の作成＞④常

時微動計測＜計測器の購入＞⑤実大加圧実験

＜加力装置、計測記録用ソフトの購入＞⑥屋

根材・床材の強度実験＜強度実験装置の購入

＞⑦漆・彩色調査 

２）隆徳殿の解体（平成18年２・３月）①解

体足場の仮設工事監理②解体工事監理③技法

調査（仕口・取り合わせ）④解体実測調査（修

理前図面の修正） 

３）隆徳殿の復原設計（平成18年４～７月）

①復原設計図＜平面・立面・断面・詳細図の

作成＞②復原建物の構造実験＜接合部の部分

実験、治具の作製、試験体の購入＞③復原建

物のモデル化による構造解析＜解析ソフトの

購入＞④部材接合部の補強計画書⑤漆・彩色

の復原＜手板の作製＞⑥新規取替材の発注 

４）隆徳殿の復原工事Ⅰ（平成18年８・９月、

平成19年２・３月）①基壇補修の監理②再用

部材修理＜継ぎ手・矧ぎ木・埋木による補修

＞の監理③新規取替材加工＜加工機械の購入

＞の監理④屋根瓦、床・壁煉瓦製作＜耐久性

の改善＞の監理⑤建具修理の監理 

図 3 隆徳殿平面 

図 4 隆徳殿桁行断面 



 

 

５）隆徳殿の復原工事Ⅱ（平成19年８・９月、

平成20年２・３月）①軸組・小屋組組立の監

理②屋根瓦葺の監理③壁工事＜煉瓦造漆喰塗

り仕上げ＞の監理 

６）隆徳殿の復原工事Ⅲ（平成20年８・９月、

平成21年２・３月）①漆・彩色工事の監理②

建具取り付けの監理③修理完了後の常時微動

計測④修理工事報告書の作成 

 

４．研究成果 

１）2005 年度の成果 

①)東京大学坂本研究室によって隆徳殿 1／1

の接合部模型を使って強度実験が行われた。 

②水平力による柱の変位については、隆徳殿

の身舎柱の高さ 3,700 ㎜位置に鋼管 5 本を水

平に架けて加力点とし、反力点として屋外に

設置した 2t トラックと加力点の鋼管をワイ

ヤーベルトスリングで連結し、ハンドプーラ

ーによる水平加力を加えた。試験の結果、東

西方向は最大加力 9.45KN に対して D4 柱柱

が変位 3.02 ㎜、変位角 1/1.423rad．であり、

南北方向は最大加力 10.75KN に対して C4

柱の変位 4.08 ㎜、変位角 1／1.014rad．であ

った。 

写真２ 実物大構造実験 

 

③鉛直荷重による柱の変位については、棟木

から架台をワイヤーベルトスリングによっ

て、1 点および 2 点で吊り下げ、架台に泥嚢

を載荷した。計測の結果は屋根瓦の鉛直荷重

による軸部への構造的影響は極めて尐ない

ことを示している。 

④剛性の評価については、隆徳殿の常時微動

測定の結果、桁行 3.41HZ、梁行 3.49HZ で

あり、隆徳殿と同規模・同形式である、修復

を終えた土公祀より構造的に柔らかいとい

える。 

⑤肇廟の平面および柱内転びに関する実測

調査については、前殿の身舎柱内転びが柱全

長に対して 77㎜、正殿身舎柱内転びが 83㎜、

正殿前庇柱内転びが 73 ㎜であったと考えら

れる。また平面計画は、越尺（1 尺=424 ㎜）

で、桁行が中間 9 尺、第 1 脇間 8.3 尺、第 2

脇間 6.9 尺、端間 6.2 尺、梁行が正殿中間 9

尺、脇間 6.9 尺、端間 6.2 尺、前殿中間 8.65

尺、脇間 6.2 尺と推定される。 

⑥肇廟の細部意匠に関する調査については、

隆徳殿および肇廟のケオ木鼻の絵様が「両渦

文」タイプに分類され、フエ王宮内建築に多

く使用された絵様タイプと考えられた。 

⑦国登録文化財白井家住宅の構造調査につ

いては、大黒柱に最大加力 20.06KN の水平

力を加えた結果、大黒柱は敷居からの高さ

1,800 ㎜位置で水平方向に 90 ㎜変位した。 

⑧隆徳殿修復のための仮設計画すなわち仮

設図（平・立・断面）および仕様をまとめた。

２）2006 年度の成果 

①第 3 次調査が平成 18 年 8 月 17 日から 9

月 1 日まで行われ、素屋根および西側部材保

存小屋を建設した。また 8 月 21･22 日に隆徳

殿の北西角から北に６ｍ、西に 0.3ｍの位置

で地下 17.2ｍまでボーリングし。地質調査を

行った。 

②第 4 次調査が平成 19 年 2 月 26 日から 3

月 26 日まで行われた。2 月 27 日から 3 月 5

日まで素屋根南側に部材保存小屋、その南側

に工作所、さらにその南側に工員休憩所がヴ

ィエトナム人によって建設された。工員休憩

所の南西側に監理事務所が日本人によって

建設された。 

写真３ 隆徳殿素屋根 

 

③平成 19年 3月 6日から 18日まで隆徳殿の

解体を行った。3 月 6 日にヴィエトナム式の

起工式を行い、解体は基壇を残してすべて解

体された。解体部材は西側・南側保存小屋に

格納された。 

④平成 19 年 3 月 19 日から 3 月 24 日まで部

材調査を行った。部材調査は基壇上で行い、

調査内容は部材寸法の実測、部材の新旧、刻

書、補修必要の有無の確認、含水率の測定な

どであった。この部材調査によって隆徳殿修

理工事における取替材・補修材の材積を求め

ることができた。 



 

 

写真４ 隆徳殿の解体および部材調査 

 

⑤隆徳殿の現状瓦の強度試験を奈良県窯業

試験場で行い、強度の強化について検討を行

った。 

⑥フエ王宮建築の常時微動測定を行い、剛性

評価の比較検討を行った。 

⑦関連調査として、肇祖廟の実測調査を行い、

平面・断面・立面図を作成した。 

⑧隆徳殿の復原模型を作製した。 

３）2007 年度の成果 

①平成19年５月～７月に隆徳殿の復原設計を

検討し、７月15日～17日にフエ遺跡保存セン

ターと事前の打合せを行った。 

②第５次調査が平成19年８月16日から９月

14日まで行われ、隆徳殿の基壇調査、原寸図

の作成、人工木材を使用した柱の修理、ケオ

・トェン木鼻の拓本採取、番付および仕口の

補充調査を行った。また関連調査として、肇

祖廟の補充調査、昭敬殿の基壇調査、王宮内

の家具調査を行った。原寸図の作成によって

今後の復原修理の基準を設定することができ

た。また人工木材を使用した部材修理によっ

てこれまで取り替えざるを得なかった部材を

再用することが可能になった。この試みは、

ヴィエトナムの文化財建造物修理において、

歴史に残る画期的な出来事であった。 

写真５ 隆徳殿の原寸図 

 

③平成20年１月４日から12日まで、臨時調査

として、人工木材によるケオの修理を行い、

フエ遺跡保存センターと第６次調査の事前打

合せを行った。 

④第６次調査が平成20年２月25日から３月

25日まで行われ、隆徳殿の基壇修理、柱・ケ

オ・頭貫の修理が行われ、ほぼ修理を完了し

た。また王宮内にある瓦の焼き窯内部の温度

を計測した結果、窯内部の最高温度は960度で

あることがわかった。今回の基壇修理におい

て、内側礎石の下に、新たに80㎝×80㎝×75

㎝の煉瓦積み独立基礎を設置した。これは修

理前の礎石が80㎝厚の基壇砂地盤に置かれて

いた構造的弱点を改良したものである。以上

今年度の修理および調査実績によって、平成

20年度の隆徳殿の復原組立が可能になった。 

写真６ 隆徳殿の基壇修理 

 

４）2008 年度の成果 

①平成 20 年７月 17 日（木）から 23 日（水）

まで臨時調査を行い、柱・ケオ・頭貫・飛貫

の修理の最終確認を行った。その上で、身舎

柱および４・５通りの庇柱・ケオを組み立て

た。 

②第７次調査が平成 20 年８月 17 日（日）か

ら９月 14 日（日）まで行われ、隆徳殿にお

いて柱・大梁・ケオ・頭貫・飛貫による軸部

の組立、母屋桁・母屋受けの修理、部材の修

理箇所の確認などが行われた。また関連調査

として、土公祠の実測調査、王宮内建物のケ

オ柱元部の意匠調査、肇祖廟の家具調査など

が行われた。この段階で、柱・大梁・ケオ・

頭貫・飛貫・母屋受けの組立が完了し、９月

12 日上棟式を執り行った。 

③平成 21 年１月４日（日）から 10 日（土）

まで第２次臨時調査を行い、垂木の修理を行

った。これ以前に、母屋桁の取付が完了して

いた。 

④第８次調査は平成 21 年２月 24 日（火）か

ら３月 24 日（火）まで行われ、母屋桁の取

付調整、垂木の取付が行われた。垂木の取付

は、西側下屋から行われ、その後西側上屋に

修理した垂木を取り付けた。配付垂木は、隅

木・隅板を取り付けた後に取り付けた。上屋

垂木の出は、柱心より 424 ㎜（１越尺）とし

て、垂木鼻先を切り揃え、その上に広木舞を

取り付けた。 



 

 

写真７ 隆徳殿軒反りの復原 

 

⑤今回の軸部組立で柱上端平面が、糸巻き形

平面であったことがより鮮明になった。また

柱の隅伸び・柱の内転びの技法を明らかにし

た。 

写真８ 柱の伸び・内転び 

 

⑥垂木の配置を検討した結果、１枝寸法を

233.2 ㎜（0.55 越尺）と決定し、垂木の新旧

を検討した結果、２回の大きな修理が行われ

たことが明らかになった。 

 
図版１ 隆徳殿復原正面図 
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